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ハワリンバヤル 2014

【日時】2014 年 5 月 4 日（日）～5 月 5 日（月）

【場所】光が丘公園けやき広場（東京都練馬区）

今回のハワリンバヤルのテーマは「モンゴルのエコ～エコノミーの可能性とエコロジーの

多様性」という事で、GNC のブースには、エコの両テーマに興味のあるたくさんの方々が来

てくださいました。ありがとうございました！今年もモンゴルでの植林が始まります。今

回の売上金及び寄付金は、モンゴルでの植林活動に使わせていただきます。ありがとうご

ざいました。

第 13 回 NGO 合同研究＆活動報告会

【日時】2014 年 6 月 8 日（日）

【場所】法政大学地域研究センター 台東サテライトオフィス（東京都台東区浅草橋）

私たち GNC メンバーだけでなく、主にモンゴル国で活動している「板橋モンゴル孤児支援

の会」のメンバー、一般社団法人地球緑化クラブのメンバー、モンゴル国からの留学生，

そして今回初めて 公益財団法人オイスカのメンバーにもお集まりいただき、充実した報

告会となりました。

参加してくださった皆さん、ありがとうございました。以下に会場で配布したプログラム

の内容を掲載します。



【プログラム】

１．開会挨拶

２．各団体報告（以下参照）＆質疑応答

３．意見交換

４．閉会挨拶

【発表団体】

公益財団法人オイスカ

活動地：アジア、オセアニア、南米、東ヨーロッパの多数の国・日本国

http://www.kodomono-mori.info/furuhon/

特定非営利活動法人ＧＮＣ Japan

活動地：モンゴル国・日本国

http://www.kyouzon-gnc.com

【発表者】

公益財団法人オイスカ

発表者：高田絵美氏（海外事業部「子供の森」計画担当課長）

国家公務員を経て２００９年オイスカの国際協力ボランティアプログラムに参加したこと

をきっかけに２０１０年よりオイ スカ本部スタッフ。フィリピン、タイ、インドネシアな

どのアジア各国を中心とした「子供の森」計画のプロジェクトの統括を行っている。

テーマ：モンゴルにおけるオイスカ「子供の森」計画。人づくりと環境保全活動の事例

オイスカは１９６１年に設立された日本に本部を置く国際協力 NGO です。その歴史の中で、

「人づくり」に基軸を置き、農村開発そして環境保全活動にも取り組んできました。

「子供の森」計画は、子どもたちへの植林活動支援と環境教育支援を行うプログラムで、

植林活動を通じながら、子どもたち自身の自然を愛する心を育み、地域に自然との共生の

手法の体得し、そして森を育てる力をも育むことを目的としています。

またこれらを指導する各国の青年たちの育成にも力を入れていることから、人づくりをキ

ーアクションとした活動展開事例を紹介します。

特定非営利活動法人ＧＮＣ Japan

発表者：小川安里氏（事務局）

テーマ： モンゴル国の森は今 GNC Japan がモンゴル国セレンゲ県トジーンナルス(果てし

ないアカマツ林)に植林を始めてから、今年で 10 年目となりました。1980 年代～1990 年

代の大規模な山火事により、被害に遭った 32,000ha(森林全体の 70%)もの森は、現在どの

ようになっているでしょうか。2014 年 5 月時点の現状をお知らせします。



発表者：木下聡氏（ネットワーク部）

JICA 青年海外協力隊 23 年度 3 次隊モンゴル派遣・環境教育隊員・ウランバートル市役所

配属。2012 年 1 月～2014 年 1 月の 2 年間モンゴルの首都ウランバートルでゴミ問題に関

する市民啓発を中心に活動。

テーマ：モンゴルにおける JICA ボランティア活動を振り返ってモンゴルの現状とモンゴル

における JICA 及び JICA ボランティアの活動についてもお話しします。

モンゴル国から Nature Conservation Found

（自然環境省自然保護基金）の方々が来日

【日時】7月 31 日（木）、8月 1 日（金）

【場所】独立行政法人 地球環境基金 (ミューザ川崎セントラルタワー8F)（7月 31 日）

新宿御苑（東京都新宿区）（8 月 1 日）

モンゴル国から Nature Conservation Found(自然環境省自然保護基金) の方々3 名が来

日され、GNCでは 7月 31 日と 8 月 1 日に、2 日間ご案内させていただきました。

1 日目は、意見交換。GNC Japan の活動にも興味もってくれたようで、9 月はツアーに参加

して下さいました。モンゴル人がモンゴルの環境保全のためにお金を出す。GNC が夢見てい

たことが、また一歩現実に近づいてきたかもしれません。

モンゴル人留学生のサラーさん、ツェギーさん、忙しい中来てくださり、素晴らしい通訳

をありがとうございました。



2 日目は新宿御苑にご案内しました。「モンゴルにも公園を！」皆さんの刺激になったよう

です。植林だけではなく、防火、間伐、手入れを含んだ森づくりを考えていたり、幼稚園

からの環境教育にとても熱心だったり、今私たち GNC が何とかしたくて細々と進めている

ことと一致していることも多く、今後の活動にとても前向きになれた 2日間でした。

Nature Conservation Found の来日の目的は、日本の同じような仕事をされている団体に

ヒアリングをすることでした（経団連自然保護協議会様、地球環境基金様）。モンゴルで

活動している環境 NGO の話も先方は聞きたかったようで、 経団連自然保護協議会様が私た

ちを探してくださいました。

モンゴルエコツアー （9月3日～9月7日）

1 セレンゲ県 植林地視察

【日時】

2014 年 9 月 4 日 14：00～19：30

【場所】

セレンゲ県トジンナルス他（植林地：2004 年秋万博→2014 年春→2007 年春→2004 年春）

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子、小川幸造

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

株式会社 KSG インターナショナル 大野慎一、榎本伸夫

株式会社 JA 東京中央セレモニーセンター 島田博司



金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

１）森づくり

・2004 年秋万博、2014 年春、2007 年春、2004年春の植林地視察

4 日 14 時過ぎに 2004 年秋万博植林地（2005 年愛・地球博のプレイベントの際の植林地）

の前で、元・森林・動物センター長のジャムスランさん、植林担当者のトメンナサンさん

と会う。2 人の案内でまずは万博植林地を見て回る。家畜の被害を受けやすい場所だが、2004
年に植えたもの、2009 年に植えたものでかなり育っているものもあった。その後、2014
年（16時～ KSGのお二人、島田さんはそれぞれの看板の前で撮影）、2007年（16時 45
分～、この後僕らが乗っていた車のタイヤがパンクして取り替えるのに時間がかかった）、

2004年（18時半～ ）の植林地を順番にまわった。セレンゲ県における最初の植林地（ト

ジンナルス・2004 年春植林）では、アカマツの活着率は良く、成長も順調で 4 メートル以

上に育ち森を形成していた。それを今回はじめて見た KSGのお二人、島田さん、小川さん、

ガイドさん、トゥギーさんが「感動した」を連発していたのが印象的だった。2014年、2007
年の植林地を見た後だと、その成長具合がより一層際立つのかもしれない。

  

  

   2004 年秋の植林地（2005 年愛・地球博のプレイベントの際の植林地）

              



  

2014 年春の植林地           

  

2007 年春の植林地

  

2004 年春の植林地（セレンゲ県で初）



２ セレンゲ県 第 7 幼稚園 絵本・パズル贈呈＆記念植樹

【日時】

2014 年 9 月 5 日 9：30～11：00

【場所】

セレンゲ県スフバートル市

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子、小川幸造

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

株式会社 KSG インターナショナル 大野慎一、榎本伸夫

株式会社 JA 東京中央セレモニーセンター 島田博司

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

青年海外協力隊 森勝也

1）人づくり

9時半に第 7幼稚園に到着。昨年に続き 2度目の訪問。相変わらず園内が花であふれてい

る。すぐに「アカマツの赤ちゃんの夢」をテーマにしたお遊戯を昨年に引き続き 5 歳の園

児たちが見せてくれた。園児の可愛さと健気さにスタッフ、訪問者一同感動。その後、3歳

児、4歳児のいるゲルを訪ねたらちょうど朝食タイム。僕らの訪問に驚き笑顔で手を振る子

もいれば、急に泣き出す子もいた。ものすごくかわいい。大野さんは 9 歳のお子さんがい

るし、島田さんは 10 歳のお子さんがいる。お二人とも父親の顔になっていた。その後、5
歳児の朝食タイムにお邪魔する。そして、絵本やパズルを寄贈する。園児代表数人に手渡

しし、一緒に写真を撮る。その後、10時 15分くらいに僕らのために食事会を開いてくれた。

おいしい羊肉のボーズ。臭みが無くて本当においしかった。あとは自家製ピクルスもレー

ズン茶もスーテーツァイも絶品。あまりに誉めたら、ピクルスを 1 ビンプレゼントしてく

れた。催促したみたいで気恥ずかしかったが本音はとても嬉しかった。10 時半から園内の

庭で、園児、GNCのスタッフ、ツアー参加メンバーみんなで協力して 10本記念植樹。

第 7幼稚園は、3、4、5歳の児童が 150 人在籍しており、6 クラスを 6 人の先生が担当し

ている。園内の緑化、花育て、絵本作成、絵本を使ったお遊戯などのレベルが高くモンゴ

ル全体の中で 1 位の幼稚園として表彰されている。これからも毎年訪問することを約束し

て 11時に幼稚園を後にする。



絵本「アカマツの赤ちゃんの夢」

  

   園児たちのお遊戯発表会           全員で記念撮影

  

   絵本・パズルの贈呈              記念植樹

３ ダルハン市 アルタンツェツェグさんとの会合＆苗畑視察

【日時】

2014 年 9 月 5 日 13：00～15：00

【場所】

オルホン県ダルハン市

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン



  

アルタンツェツェグさんと契約書サイン        ご自宅の苗畑

１）森づくり

13 時過ぎにダルハンのレストランにみんなで入る。昼食。そこに苗木会社ボゴント・ノ

ミン有限会社の社長のアルタンツェツェグさんが合流。ツォゴさんが通訳して、宮木代表、

矢野さんの 2人が彼女と契約作業をする。アルタンツェツェグさんは、34年間で9200万本、

政府が認めているのが 4000 万本を植林用に提供してきた。1950 年に中央県で生まれた。父

親は研究者。高校はセレンゲ県。海外留学経験はドイツ。もともとは政府の森林の専門家。

その後、独立して会社を作った。モンゴルでは民主化してから、自然を大切にする気持ち

が少なくなったと彼女は言う。14 時半に店を出る。アルタンツェツェグさんの自宅に立ち

寄る。ご主人もいた。苗木畑を見せてもらう。ここの苗木は再来年の GNCの植林に使われ

ることになる。とてもいいご夫婦なので苗木を購入するだけでなく植林もお願いしたほう

が良いのではと思う。15時にはお別れする。

４ ジャルガラント 新たな植林地視察

【日時】

2014 年 9 月 5 日 18：00～19：30（2014 年春）

【場所】

ジャルガラント

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子、小川幸造

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

株式会社 KSG インターナショナル 大野慎一、榎本伸夫



株式会社 JA 東京中央セレモニーセンター 島田博司

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

  

   ジャルガラントの新植林地         2014 年に植えた苗木

18 時にジャルガラントに到着。遊牧民のゲルの近くで車をとめる。周辺は典型的なモン

ゴルの草原風景で森も近くにあり景観が良い。そこでツアー参加メンバーは馬に乗る。ゲ

ルに招じ入れられ歓待。そして、近くの新植林地を視察する。2014 年春、1,4 ヘクタール

に 2800本のアカマツを植えた。初めての植林地だが、苗木はしっかり活着していて一安心

した。厳重に周囲をネットで囲み、家畜の被害を食い止めている。現に、何頭もの牛がネ

ットのそばをうろつきさかんに草を食んでいた。もしネットが無かったら 1 本も生き残っ

ていなかっただろう。

５ バヤンチャンドマン村 GNC 苗畑視察

【日時】

2014 年 9 月 6 日 9：00～9：30

【場所】

トゥブ県バヤンチャンドマン村

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子、小川幸造

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

株式会社 KSG インターナショナル 大野慎一、榎本伸夫

株式会社 JA 東京中央セレモニーセンター 島田博司

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）



１）苗畑づくり

GNC Mongolia の苗畑を視察する。昨年からアカマツの苗木も育てはじめており、今のと

ころ順調に成長している。近い将来宿泊施設になる建物も見学。住み込んでいる家族の家

も訪ねる。明るいご夫婦と元気な 3人のお子さん。

  

バヤンチャンドマン村苗畑         アカマツの苗畑

６ ウランバートル市 青少年育成特別教育センター視察

【日時】

2014 年 9 月 6 日 15：30～17：15

【場所】

ウランバートル市

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 小川幸造

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

１）人づくり

15 時半に孤児施設（ウランバートル市青少年育成特別教育センター）に到着。土曜日な

ので、校長はいなかったが事務局長のボヤントグトフさんが案内・説明してくれた。ドイ

ツのベルリンに留学していた方でドイツ語をはしばしに使うダンディな人。18 歳未満の孤

児を育てる学校と、18歳以上の孤児に職業訓練を施す学校と並んで建っている。18歳以上

の職業訓練のための様々な施設を見せてもらった。またスライドショーによる説明も聴く

ことが出来た。今後は、GNCとしては、施設整備を支援したり、実習教育の場を提供して

ゆく予定である。17時 15分にそこを後にする。



  

      建物外観          職業訓練設備とボヤントグトフ氏

７ トーラ村 フェアトレードプロジェクト

【日時】

2013 年 9 月 7 日 10：00～14：10

【場所】

ウランバートル市ハンオール地区トーラ村

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

ドランジャヴさん（ドヤさん・女性）

バダムハンドゥさん（もと整備士・女性）

9 時 45 分には GNC モデル農場を出発。ツォゴさんの車に乗ってトーラ村のバダムハン

ドゥさんの家へ。10 時到着。相変わらずとてつもなくテンションが高く明るく元気。ドヤ

さんもデールを着ておしゃれをしてもう既に到着していた。「フェアトレードプロジェクト」

の一つとして、荻原さんが帽子作りの実習講座を開いた。型紙からはじめ最後はミシンで

縫って帽子を作る。帽子と花飾り両方で 3000トゥグルグ。はじめは慣れない手つきでうま

くいかなかったが、途中からドヤさんはすっかりもともとの裁縫の実力を発揮して見事に

ミシンを操って帽子を作ってゆく。その後、バダムハンドゥさんが作ってくれたものすご

くおいしい野菜スープ、いろいろな種類の野菜の入ったサラダ、白いご飯をごちそうにな

る。どれも絶品、おいしかった。ついたくさん食べてしまった。腹にも優しく体にいいも

のばかり。その後、みんなで昨年に引き続き歌合戦。この日に備えて日本のメンバーは歌

詞カードを用意していた。14時 10分にお別れ。このプロジェクトを通して、単に村民の収



入がアップするだけでなく、村民同士のネットワークが強まることが期待できる。

  

    作業前のひと時               作業開始

  

     ミシンかけ               帽子完成

８ モンゴル国立大学エコロジー教育センター会合

【日時】

2014 年 9 月 8 日 10：00～10：40

【場所】

ウランバートル市 モンゴル国立大学エコロジー教育センター

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

一橋大学大学院修士 2 年 サラ（女性・モンゴル人在日留学生）

NCF（自然環境省自然保護基金） チョルンフー（女性）

8 時にＧＮＣ教育センター（農場）を出発。大渋滞に巻き込まれツォゴさんが工夫に工夫



を重ね、何とか 10時にエコロジー教育センターに到着。途中、トゥギーさんをピックアッ

プする。センターで一橋大学大学院修士 2 年のサラさん（2 年前に GNC エコツアーに参加）

と NCF のチョルンフー（女性）さんが待っていた。（チョルンフーさんはエコ教室を全て見

学。）センター長、バトツェツェグさん（女性）は 10 時には次の用事があって出かけなけ

ればならなかったはずだが、予定を変更して待っていてくれた。

2005 年に GNC Japan とモンゴル国立大学エコロジー教育センターが共同でオープンした

エコ植物園は、就任したばかりの新センター長バトツェツェグさんの下、市の予算を使っ

て、さらに充実した公園として整備されていた。具体的には環境教育用の各種の体験コー

ナーが整備され、生徒たちが楽しそうに遊びながら環境について学んでいた。また園内の

植物の説明パネルも昨年以上に整備されていた。なお公園内散策路沿いの植え込み用に GNC

が提供したニレの苗木もしっかりと活着していた。昨年受けた「東京都内の標準的な植物

園と同じ水準に近付きつつある」という印象はより一層強くなった。

バトツェツェグさんは学生時代バザルドルジ先生の教え子で、94 年ごろ東大に留学した

経験もある。センター長就任にあたって、ここ 10年の GNC の活動報告もしっかりまとめて

くれていて、GNC との関係性をきちんと理解してくれていた。（なお、GNC はこれまでに総

計 3000 万 TG の支援をしているということがわかった。）これまでの功績を称えてゴールド

のパネルのはまった立派な感謝状をいただいた。ミーティングでは、今後の具体的な協力

関係について話し合った。１）エコ教室の継続、２）GNC の現場を使った実習型プログラム

の提案などである。10 時 40分に会合は終了し、すぐにエコ教室会場に移動した。

  
  バトツェツェグさんから感謝状           記念撮影

９ 第 11 回エコ教室の実施

【日時】

2014 年 9 月 8 日 10：40～13：00

【場所】

ウランバートル市 モンゴル国立大学エコロジー教育センター

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい



GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

一橋大学大学院修士 2 年 サラ（女性・モンゴル人在日留学生）

NCF（自然環境省自然保護基金） チョルンフー（女性）

エコロジー教育センター、18学校、23学校、108 学校（14 歳～16 歳、各校約 15名）

１）人づくり

10時 40分過ぎに会場となる大教室に入る。既に 60人弱の各校の生徒がいくつかのテー

ブルに分かれて待っていた。23学校（先生も同席。）、108学校、18学校（先生も同席。ヒ

シクマさん。女性。）、エコロジー教育センター（先生も同席。オーグナーさん。男性。ド

イツ留学体験あり）の 14 歳～16 歳の生徒。最初、宮木代表が挨拶し、順番に GNCのスタ

ッフの自己紹介。その後 11時から、小川安里さんがパワポを使って GNCの紹介。11時 20
分にはワークショップを開始する。5 つのテーブルに分かれて（108 学校、23 学校、エコ

ロジー、18学校 2チーム）水質検査キットを使ってそれぞれに与えられた川の水や水道水

などの汚さや硬度などを調べる。調べ終わったら結果を模造紙に書き込む。エコロジー教

育センターの付属学校の OGであるサラさん（現在、一橋大学大学院修士 2年）、金沢大学

3年のトゥギーさんが、小川安里さんをサポートして各テーブルを回って生徒たちを指導し

大車輪の活躍だった。それらの作業を終え、12時 20分から順番に結果発表をした後、小川

安里さんが日本の事情を紹介した。最後にモンゴルのこれからのあり方について活発な意

見発表が行われ 12 時 50 分に終了した。その後、ジュースとお菓子と絵本「アカマツの赤

ちゃん」を全員に配る。そして 13時にはみんな外に出て、植物園の体験コーナーや説明コ

ーナー4 か所を各校のチーム単位でまわる。大いに楽しんでいた。14 時に生徒たちとの集

合写真、エコロジー教育センターのスタッフとの写真をとって解散した。

ワークショップを中心に置いた今回のエコ教室は大いに盛り上がった。2年前もワークシ

ョップを中心に置いたエコ教室を実施したが、その時も生徒たちの自由な意見を多数聴く

ことが出来た。やはり講義スタイルではなくワークショップスタイルが今後のエコ教室の

基本になるだろう。今回は、最初に検査方法を全体にわかりやすく説明する、発表の仕方

をフォーマットを作って示す、結果をもう少しビジュアル面でわかりやすく示せるよう指

導しておくなど、いくつか改善点もあったが、何より生徒たちが楽しんでいたのが良かっ

た。大成功と言えるだろう。これからやり方を改善すればより一層スムーズに進行するこ

とが出来るだろう。



  

    最初の挨拶とスタッフ紹介         卒業生のサラさん

  

    小川安里さんの講義          熱心に聞き入る生徒たち

  

    テーブルごとに作業          テーブルごとに作業

  



    各校ごとに結果発表          各校ごとに結果発表

  

  体験コーナーで遊ぶ生徒たち       全員ではないですが・笑

１０ ウランバートル市 第 42 幼稚園会合＆絵本・パズル贈呈

【日時】

2014 年 9 月 8 日 16：00～17：00

【場所】

ウランバートル市 第 42 幼稚園

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

1）人づくり

第 42 幼稚園を訪問する。昨年同様、園長はオトゴンジャルガルさん（女性）。かつて板

橋で研修し吉田広子さん（板橋モンゴル孤児支援の会 代表、しばしば GNC の活動をサポ

ートしてくださっている）と一緒に仕事をしたことがあるとのこと。まずはミーティング

を行う。GNC オリジナル絵本「アカマツの赤ちゃんの夢」にもとづいたお遊戯等の発表会を

昨年度の会合の後に実際に実施してくれていた。その画像を見せてもらう。衣装など、親

も全面協力して作り上げたとのこと。また、これも昨年の会合で提案されたジャガイモ掘

り体験についても具体的に話しが進んでおり、この週末に GNC のモデル農場でツォゴさん

指導のもと実際に実施することになる。第 42幼稚園の実行力は素晴らしい。それと、今後

幼稚園の周囲を現在の鉄製の柵ではなく全て木で囲みたいとの要望もいただいた。その木

の苗木を提供し、植える際の技術指導を GNC がすることになる。ただし苗木代は園児の親

たちの負担で、親・子供・幼稚園一体となっていい幼稚園をつくりあげていこうという園



長の強い想いが感じられた。その後 16 時 50 分に園児のいる部屋を訪問し、絵本とジグソ

ーパズルを寄贈した。園児はすぐに夢中になって絵本を読みだしたり、ジグソーパズルを

はじめたり大騒ぎ。その姿をみて、スタッフ、参加者一同また笑顔であふれた。17 時に幼

稚園を後にする。

  

      第 42 幼稚園            今後についてミーティング

  

      園長室にて              絵本・パズルの贈呈

  

      園児たちと              絵本やパズルに夢中



１１ 第 18 学校訪問

【日時】

2014 年 9 月 8 日 17：30～17：50

【場所】

ウランバートル市 第 18 学校

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

17 時半に 18学校に到着したが、残念ながらプレブジャルガル校長（女性）には会えなか

った。校内の植樹した場所を撮影して帰る。

今後、第 18学校の日本語教師、とりわけエルデネソウダ先生は現在宇都宮大学に留学し

ているので彼女と密に連絡を取り合いながら日本での実習プログラムを実現させてゆく予

定である。

  

     橋幸男さんと植えたポプラ            最初に植えた記念すべきポプラ



１２ ウランチュルートゴミ処分場、分別処理工場見学

【日時】

2014 年 9 月 9 日 9：15～11：15

【場所】

ウランバートル市ウランチュルート

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

NCF（自然環境省自然保護基金） チョルンフー（女性）

8 時に GNC 教育センター（農場）を出発。9 時 10 分過ぎにウランチュルートゴミ処分

場に到着する。ここは昨年、青年海外協力隊員（当時）の木下さんの案内で、ウランバー

トル市内に 3 か所あるゴミ処分場の 1 つとして視察したところである。昨年に引き続き視

察した。郊外の丘の間の谷をごみで埋め立ててゆき、パワーショベルやブルドーザーなど

の重機によって土をかぶせる。リサイクルできるものは許可された者が持ってゆく。しか

し無断で持ってゆくものも多く、規制もできないとのこと。現在ウランバートルには同様

の施設があわせて 3 か所ある。清掃業者に市が委託してゴミ収集をしている。住民がゴミ

を出す段階では分別していないが、収集段階やゴミ処分場で分別される。ここは 2020年ま

で使い、その後は、上に土をかぶせポプラなどを植林する予定とのことだった。現在予定

より人口増加、ゴミ増加の伸び率が大きく問題となっているとのことである。

今回は、ガンバートさんという処分場のトップの方と話すことが出来た。NCFのチョル

ンフーさん（女性）も合流し会合に参加した。。ガンバートさんは赴任してきて間もない方

で、もともと環境教育に熱心に関わってきた方なので、GNCの活動にも関心を持ってくれ

た。来年以降のツアーのコースに入れることに関しては協力してくれることになった。10
時 20分まで会合。その後、分別工場の見学。工場長以下、現場のスタッフが案内してくれ

た。なお、この段階でツォゴさんは帰り、それ以降の移動はツォゴさんが「すごくいい人」

というタクシーの運転手さんにバトンタッチ。11時 20分まで見学。収集段階で分別してい

ないので、工場での分別にはかなり限界がある印象だ。



   

        ゴミ処分場                    ガンバートさん

   

         所長室にて                 分別工場

  

     分別工場               工場長、現場スタッフと



１３ 自然環境省自然保護基金（NCF）会合

【日時】

2014 年 9 月 9 日 12：50～15：00

【場所】

ウランバートル市中心街

【スタッフ】

GNC Japan 代表 宮木いっぺい

GNC Japan 事務局 矢野明子、小川安里

GNC Japan ネットワーク部 荻原洋子

GNC Japan 教育センター長 ツグトサイハン

【参加者】

金沢大学 3年生 トゥギー（女性・モンゴル人在日留学生）

NCF（自然環境省自然保護基金）のオフィスに 12時 50分に到着。チョルンフーさんも

出迎えてくれた。総勢 5 人スタッフ。そのうち 1 人はアメリカに出張中で会えなかったが

他の 4人とは会えた。トップのスフェさんは作詞家でもあり、CDやDVDまで出している。

僕ら全員に DVDをプレゼントしてくれた。また自分のビルも建設中でなかなかなお金持ち。

あとの 3 人は少し年輩のガンガーさん、アメリカ出張から帰国したばかりのチョルンフー

さん、上品で楚々とした感じのオトゴンツェツェグさん。オトゴンツェツェグさんは、セ

レンゲ県で主に活動している植林の専門家。スフェさん、オトゴンツェツェグさん、チョ

ルンフーさんが 8 月に来日した際、矢野さん、小川安里さんが都庁や新宿御苑を案内し、

食事もごちそうしたので、そのお礼もあってか僕ら全員昼食に招待された。近くのステー

キハウス。そこに入ったのは 13 時 10 分。量も多くおいしかった。みんなビールやアルヒ

（モンゴルウォッカ）を飲んだ。リラックスした雰囲気の中でお互いどのような活動をし

ているのかを紹介しあった。そして GNCとNCFの協力関係についてかなり具体的なとこ

ろまで話し合うことが出来、親交を深めることができた。とりあえずは、助成申請書類を

提出すれば 2 冊目の絵本作成を支援してくれるとのこと。ありがたい話だ。再会を約束し

て 15時には店を後にする。



  

左から、オトゴンツェツェグさん、          スフェさん

チョルンフーさん、ガンガーさん

      オフィスにて

付録 GNC 教育センター

ウランバートル市の中心から南西に車で 40 分ほどのところ、ハンオール地区トーラ村に位

置する GNC の拠点、GNC教育センターは、農場と宿泊施設から成っています。宿泊する場合

は、食材を調達し（買うか収穫するか）自炊します。今回はゲルも設置し、初日の親睦会

の場所となりました。今後もスタディツアーの際に、親睦会の場としても宿泊施設として

も利用可能です。



  

     GNC 教育センター        食堂・ミーティング室

    

       寝室              シャワー室

   ゲルでの初日親睦会



モンゴルエコツアー参加学生感想文

金沢大学人間社会学域国際学類国際社会コース 3 年生

スフトルガ トゥグルドゥル

私は高校１年の時から日本に留学して、現在大学３年生なので留学約６年目になります。

この日本にいた期間ではボランティア活動などに興味があっても一度も携わったことがな

かったです。母国であるモンゴルでは海外からいろんなボランティア団体がきてたくさん

の素晴らしいことをしているのを知っていましたがそれに関わったことも一度もありませ

んでした。しかし今回の帰国の時にご縁があって GNC Japan に出会いました。帰国期間も

長かったため今回のモンゴルでの活動に最初から最後までご一緒させていただきました。

この期間は私に人生を見る目が変わるぐらいのとても大きな影響を与えてくれたと思って

います。

まず GNC Japan というのはどんな団体でどんな活動をしているのかもわからなった私は「何

をするのだろう？」というぐらいの気持ちでした。だが団体についてスタッフから少しず

ついろんな話をしていただき、実際の行っている活動をみて、それに自分でもちょっと関

わってみるととても感動しました。また今までの２０年間の活動とその素晴らしい内容に

少し驚きました。だって自分たちの生まれ育った故郷でもないのになぜモンゴルの環境や

教育をこんなに気にして協力しあってここまでよくしようと思えるのか私にはわかりませ

んでした。実際自分の住む場所じゃないと人間は中々環境をよくしようと思わないと思っ

ていました。それなのにセレンゲ県というウランバートルから遠い県で何もないところに

森を作っていたり、その木を植えるために一から自分たちの力で苗木を育てたり、農場を

建て人間の体にいい野菜をたくさん作っていたり、モンゴルの幼稚園や学校や孤児院へ行



ってワークショップ開いたりモンゴルの子供たちの教育にも関わったり、そしてその幼稚

園や学校や孤児院に所属している現在や未来の子供たちのために植林や支援などなどをし

たり。これだけのことを国民でもない方たちがして下さっているのに国民である私たちは

何をしているのだろうと心から反省しました。反省した上に自分もこれからはモンゴルの

環境や自然のためになる職につきたい、そしてこれからも GNC Japan の活動にできるだけ

協力していきたいと思いました。

私は実際に携わってからこんなにも影響を受けましたがモンゴルと日本には GNC Japan の

活動を知らない人がたくさんいると思います。もっとたくさんの人にこの活動について知

って実際植林地などに行き活動に協力して自分たちでも環境を綺麗にするように意識をも

って欲しいと思いました。ツアーがとても素敵で楽しい旅だったのでもっといろんな人に

も行ってもらいたいです。

そして何よりもこの活動に関わって最初から最後まで楽しく興味を持っていられたのは

GNC Japan のスタッフのおかげだと思います。代表を始めスタッフ一同全員がとても優しく

て面白くてずっと笑っていました。最大の嬉しいことは皆がモンゴルを心から愛していて

でいて、それが全ての行動において現れていて、何も返りを求めないでモンゴルのために

活動してくれていたことでした。それを身近でみて実際携わることができたことが私にと

って一生大切にできる素敵な体験になりました。本当にありがとうございました。これか

らも応援させてください。

グローバルフェスタ 2014
【日時】2014 年 10月 4 日（土）10：00～17：00

2014 年 10月 5 日（日）10：00～12：00（台風 18 号の接近で終了時間変更）

【場所】日比谷公園（東京都千代田区）

お蔭様で、2日間のグローバルフェスタを無事終えることができました。



初日は天気に恵まれましたが、2日目は台風 18 号の接近で雨が強く降り、グローバルフェ

スタは 17 時閉会の予定が、12 時に変更となってしまいました。GNC のブースに来てくださ

った皆様ありがとうございました。そして準備や段取り等で尽力してくださったスタッフ

の皆様、本当にお疲れ様でした。

モンゴル国大統領よりナイラムダル（友好）勲章

を叙勲
【日時】2014 年 9 月 19 日（金）

【場所】駐日モンゴル大使館（東京都渋谷区）

GNC Japan 代表の宮木いっぺいと事務局長の矢野明子が、モンゴル国大統領令第 100 号によ

り、ナイラムダル（友好）勲章を叙勲されました。

1995 年 7 月 7 日 ﾞ本当に役立つ国際協力って何だろうﾞ

それを考える研究会のメンバーが、エコ教育と森林再生を軸として実際にアクションを起

こすために、GNC Japan を設立しました。設立から19 年、モンゴル国セレンゲ県の焼野原

だった場所に 2004 年に植林したアカマツの赤ちゃんはその後大きく育ち、今では森になり

ました。これも皆さまのご協力のおかげです、 ありがとうございます。



2014 年 9月エコツアーにて撮影

エコプロダクツ 2014
【日時】2014 年 12 月 11 日（木）～13 日（土）

【場所】東京ビッグサイト（国際展示場）（東京都江東区）

エコプロダクツ 2014 に参加しました。3 日間の来場者数は 161,647 人でした。

GNC は 4 回目の参加で、「森から始まるエコライフ展 2014」というコーナーの中でブース

を出させていただきました。

森林・植林関係に興味のある方が大勢ブースを訪れてくださいました。



今回、お忙しい中お手伝いしてくださった方をはじめ、ブースに足を運んでくださった方々、

どうもありがとうございました。



エコプロダクツ 2014 でブースにご来場いただいた皆様から、モンゴルの方々へのメッセー

ジをたくさんいただきました。

GNC は、Global Network for Coexistence （共存のネットワーク）の名の通り、皆様の思

いと共に当活動を続けていければと思います。



テーマサロン
【日時】2015 年 1 月 17 日（土）14 時～17 時

【場所】法政大学地域研究センター 台東サテライトオフィス（東京都台東区浅草橋）

テーマ：改良カマドの普及

発表者：東ティモールで活動している久木田旺大氏

「改良カマドの普及」をテーマにテーマサロンを開催しました。

いつも支援してくださっている KSGインターナショナルの皆様にもご参加いただけました。

東ティモール共和国は人口約 117 万人、国の面積は東京、千葉、埼玉、神奈川の合計面積

とほぼ同じ大きさです。

東ティモール共和国では 95％の世帯が、三つ石カマドを使用しており、83％は屋内で使用

しています。

カマドで大量の薪を燃やすことにより、肺炎や呼吸器系疾患で亡くなる子どもが多く、大

量の木を伐採し、森林減少が進んでいます。

改良カマドを導入する事により、燃料効率の改善と汚染物質の減少、森林減少を食い止め

る事が出来るのですが、改良カマドは普及しません、理由としては 4 つ挙げられます。

①男性中心、伝統的な生活重視 ②経済的価値 ③生活に起こる変化の度合い ④改良カ

マドに関する知識と使用経験



久木田旺大氏

留学生バトチュナグさん

テーマサロンに参加された、モンゴル人留学生バトチュナグさん（2013 年在日モンゴル留

学生会会長）によると、モンゴル国の首都ウランバートル市では厳冬期に生の石炭や木材

等を燃料とするストーブからの煤煙、車両からの排気ガス等で PM2.5 がひどいそうです。

在モンゴル日本国大使館のホームページによると、１年を通して世界保健機関（WHO）の基

準を超えているとの事です。

久木田旺大さんツイッターページ URL  https://twitter.com/ykukita



2015 新年会

【日時】2015 年 1 月 17 日（土）17 時～20 時

【場所】浅草橋「東僑飯店」（東京都台東区浅草橋）

テーマサロンで東ティモール共和国の改良カマドについて話していただいた久木田旺大さ

ん、テーマサロンにご参加いただいた株式会社ＫＳＧインターナショナルの榎本さん、羽

山さん、モンゴル人留学生バトチュナグさん（2013年在日モンゴル留学生会会長）、飛騨

から駆けつけてくれた GNC 森林再生担当スタッフの尾上さんとともに、GNC スタッフ一同、

楽しい時間を過ごすことが出来ました。


